
1

秋
の
気
配
・
キ
キ
ョ
ウ

▼
天
田
昭
次
遺
作
展
の
記
事
の
取
材
を
し

て
い
た
ら
、
面
白
い
話
を
聞
い
た
。天
田
の

日
本
刀
作
刀
の
師
・
栗
原
彦
三
郎
に
政
治

家
の
道
を
諦
め「
刀
一
本
で
い
け
」と
叱
咤

し
、
日
本
刀
鍛
錬
伝
習
所
の
運
営
に
専
念

さ
せ
た
の
は
ア
ジ
ア
主
義
の
巨
頭
・
頭
山

満
だ
と
い
う
の
だ
▼
日
本
刀
鍛
錬
伝
習
所

に
入
っ
た
天
田
は
昭
和
17
年
、
頭
山
に
贈

ら
れ
た
短
刀
１
２
０
振
を
手
入
れ
す
る
た

め
に
頭
山
邸
に
通
っ
て
い
た
。す
べ
て
終

わ
る
と「
ご
苦
労
」と
言
っ
て
ガ
マ
グ
チ
を

く
れ
た
。開
け
た
ら
１
０
０
円
入
っ
て
い

て
驚
い
た
と
い
う
▼
こ
の
頭
山
は
「
武
士

道
精
神
の
復
興
」
を
主
唱
し
て
い
た
。そ
の

関
連
で
、
九
州
日
報
の
主
筆
だ
っ
た
福
本

日
南
ら
に『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』に
み
る
義

の
心
を
称
揚
す
べ
く
、
浪
曲
師
・
桃
中
軒

雲
右
衛
門
の
た
め
に『
義
士
銘
々
伝
』の
台

本
を
書
か
せ
た
▼
こ
の
本
が
素
晴
ら
し
く

良
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
雲
右
衛
門
は
大

評
判
と
な
り
、
堀
部
安
兵
衛
は
大
石
内
蔵

助
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
大
ス
タ
ー
に
な
っ

た
▼
雲
右
衛
門
は
新
発
田
で
安
兵
衛
顕
彰

碑
を
作
る
と
聞
い
て
所
有
の
義
士
像
を
寄

贈
、
そ
れ
を
納
め
る
た
め
義
士
堂
が
建
立

さ
れ
、
そ
の
格
天
井
・
壁
に
賛
同
者
の
書

画
が
奉
納
さ
れ
た
。当
然
の
よ
う
に
、
頭
山

満
の
書
も
飾
ら
れ
て
い
る
▼
頭
山
が
栗
原

に
日
本
刀
の
作
刀
指
導
に
専
念
さ
せ
な
け

れ
ば
不
世
出
の
芸
術
家
・
天
田
は
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
し
、
頭
山
が
福
本
に
雲

右
衛
門
の
台
本
を
書
か
せ
な
け
れ
ば
義
士

堂
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。（
阿
部
）

天田昭次と堀部安兵衛

　
現
在
の
子
育
て
支
援
機
能
は
、
旧
東
北
電
力
社

　
現
在
の
子
育
て
支
援
機
能
は
、
旧
東
北
電
力
社

屋
の
「
い
き
い
き
館
」
と
「
猿
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

屋
の
「
い
き
い
き
館
」
と
「
猿
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」、
さ
ら
に
各
地
児
童
館
な
ど
に
分
散

セ
ン
タ
ー
」、
さ
ら
に
各
地
児
童
館
な
ど
に
分
散

し
て
い
る
。
そ
の
中
心
の
「
い
き
い
き
館
」
は
平

し
て
い
る
。
そ
の
中
心
の
「
い
き
い
き
館
」
は
平

成
13
年
に
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
自

年
に
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
福
祉

分
ら
し
い
暮
ら
し
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
福
祉

と
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ

と
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ

た
。
従
っ
て
、
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
子
ど
も
相

た
。
従
っ
て
、
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
子
ど
も
相

談
室
だ
け
で
な
く
、
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

談
室
だ
け
で
な
く
、
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
身
障
者
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
身
障
者
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

な
ど
も
入
居
し
て
い
る
。

な
ど
も
入
居
し
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
の
第
一
の
問
題
点
は
、
昭

　
こ
の
施
設
の
第
一
の
問
題
点
は
、
昭
和
39
年
建
年
建

築
の
た
め
老
朽
化
が
激
し
く
耐
震
構
造
上
危
険
建

築
の
た
め
老
朽
化
が
激
し
く
耐
震
構
造
上
危
険
建

築
物
で
あ
る
こ
と
。
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
建

築
物
で
あ
る
こ
と
。
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
建

築
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
使
い
勝
手
が
悪

築
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
使
い
勝
手
が
悪

い
。
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
な
ど
、
子
ど
も
が
ぶ
つ

い
。
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
な
ど
、
子
ど
も
が
ぶ
つ

か
ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
が
事
務

か
ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
が
事
務

室
か
ら
は
見
通
せ
な
い
。
授
乳
室
や
お
む
つ
交
換

室
か
ら
は
見
通
せ
な
い
。
授
乳
室
や
お
む
つ
交
換

ス
ペ
ー
ス
も
離
れ
て
い
て
不
便
だ
。

ス
ペ
ー
ス
も
離
れ
て
い
て
不
便
だ
。

　
第
2
の
問
題
点
は
圧
倒
的
に
狭
い
こ
と
。
プ
レ

　
第
2
の
問
題
点
は
圧
倒
的
に
狭
い
こ
と
。
プ
レ

イ
ル
ー
ム
の
広
さ
は
１
４
４
㎡
し
か
な
く
、
こ
れ

イ
ル
ー
ム
の
広
さ
は
１
４
４
㎡
し
か
な
く
、
こ
れ

は
以
前
紹
介
し
た
紫
波
町
の
１
／
３
以
下
、
塩
尻

は
以
前
紹
介
し
た
紫
波
町
の
１
／
３
以
下
、
塩
尻

市
の
１

市
の
１
／
10
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
受
け
入
れ
を

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
受
け
入
れ
を

０
〜
３
歳
児
に
制
限
す
る
し
か
な
く
、
例
え
ば
２

０
〜
３
歳
児
に
制
限
す
る
し
か
な
く
、
例
え
ば
２

歳
と
４
歳
の
兄
弟
姉
妹
を
連
れ
て
き
た
場
合
は
受

歳
と
４
歳
の
兄
弟
姉
妹
を
連
れ
て
き
た
場
合
は
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
０
〜
３
歳

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
０
〜
３
歳

児
と
い
っ
て
も
発
育
に
応
じ
た
ス
ペ
ー
ス
分
け
が

児
と
い
っ
て
も
発
育
に
応
じ
た
ス
ペ
ー
ス
分
け
が

で
き
な
く
て
危
な
い
。
当
然
、
室
内
遊
具
な
ど
を

で
き
な
く
て
危
な
い
。
当
然
、
室
内
遊
具
な
ど
を

十
分
に
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
月
平
均
約

十
分
に
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
月
平
均
約

1
千
人
の
利
用
者
に
対
し
職
員
は
親
切
な
対
応
で

1
千
人
の
利
用
者
に
対
し
職
員
は
親
切
な
対
応
で

評
判
も
い
い
が
、「
狭
さ
」
の
問
題
は
深
刻
で
、

評
判
も
い
い
が
、「
狭
さ
」
の
問
題
は
深
刻
で
、

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。

　
ま
た
、
開
設
当
初
は
「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
」
が

　
ま
た
、
開
設
当
初
は
「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
」
が

併
設
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
時

併
設
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
時

に
使
用
す
る
道
具
の
置
き
場
が
な
い
た
め
、
現
在

に
使
用
す
る
道
具
の
置
き
場
が
な
い
た
め
、
現
在

は
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
図
書

は
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
図
書

館
に
設
置
さ
れ
た
「
勉
強
室
」
が
資
料
保
管
室
・

館
に
設
置
さ
れ
た
「
勉
強
室
」
が
資
料
保
管
室
・

閉
架
蔵
書
室
が
満
杯
に
な
っ
た
た
め
に
つ
ぶ
さ
れ

閉
架
蔵
書
室
が
満
杯
に
な
っ
た
た
め
に
つ
ぶ
さ
れ

て
資
料
保
管
室
に
な
っ
て
い
る
事
情
と
同
様
だ
。

て
資
料
保
管
室
に
な
っ
て
い
る
事
情
と
同
様
だ
。

　
第
3
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
な
ど
配
慮
が

　
第
3
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
な
ど
配
慮
が

必
要
な
「
子
ど
も
発
達
相
談
」「
児
童
家
庭
相
談
」

必
要
な
「
子
ど
も
発
達
相
談
」「
児
童
家
庭
相
談
」

「
要
保
護
児
童
相
談
」
の
件
数
が
増
加
し
て
い
る

「
要
保
護
児
童
相
談
」
の
件
数
が
増
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
の
相
談
室
が
2
つ
し
か

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
の
相
談
室
が
2
つ
し
か

な
く
、
対
応
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
。

な
く
、
対
応
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
。

　
第
4
に
駐
車
場
が
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
他
施

　
第
4
に
駐
車
場
が
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
他
施

設
と
供
用

設
と
供
用
で
35
台
分
し
か
な
く
、
常
時
満
杯
の
た

台
分
し
か
な
く
、
常
時
満
杯
の
た

め
民
間
駐
車
場
駐
車
券
支
給
（
年
間
１
０
０
万
円

め
民
間
駐
車
場
駐
車
券
支
給
（
年
間
１
０
０
万
円

弱
）
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
。
民
間
駐
車
場
を
利

弱
）
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
。
民
間
駐
車
場
を
利

用
す
る
場
合
、
保
護
者
は
子
ど
も
の
手
を
引
き
な

用
す
る
場
合
、
保
護
者
は
子
ど
も
の
手
を
引
き
な

が
ら
大
き
な
荷
物
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と

が
ら
大
き
な
荷
物
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と

く
に
天
気
の
悪
い
と
き
や
冬
場
は
危
険
だ
。

く
に
天
気
の
悪
い
と
き
や
冬
場
は
危
険
だ
。

　
新
発
田
市
の
「
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」
を
利
用

　
新
発
田
市
の
「
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」
を
利
用

し
た
い
人
の
数
は
増
え
て
い
る
の
に
、
実
際
の
利

し
た
い
人
の
数
は
増
え
て
い
る
の
に
、
実
際
の
利

用
者
は
減
っ
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な
現
象
が
起

用
者
は
減
っ
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な
現
象
が
起

き
て
い
る
。
平

き
て
い
る
。
平
成
20
年
度
の
利
用
者
は
１
万
７
千

年
度
の
利
用
者
は
１
万
７
千

人
強
だ
っ
た
が
、
平

人
強
だ
っ
た
が
、
平
成
24
年
度
に
は
1
万
1
千
人

年
度
に
は
1
万
1
千
人

可
能
数
が
２
４
２
人
増
え
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る

が
、
近
隣
市
町
村
の
同
様
の
施
設
に
利
用
が
移
っ

が
、
近
隣
市
町
村
の
同
様
の
施
設
に
利
用
が
移
っ

て
い
る
か
ら
と
も
い
え
る
。
新
潟
市
東
区
の
「
わ

て
い
る
か
ら
と
も
い
え
る
。
新
潟
市
東
区
の
「
わ

い
わ
い
広
場
」
を
取
材
し
た
ら
、
新
発
田
市
か
ら

い
わ
い
広
場
」
を
取
材
し
た
ら
、
新
発
田
市
か
ら

訪
れ
て
い
る
と
い
う
保
護
者
が
何
人
も
い
た
。
そ

訪
れ
て
い
る
と
い
う
保
護
者
が
何
人
も
い
た
。
そ

の
人
た
ち
は
買
い
物
も
東
区
の
イ
オ
ン
や
原
信
を

の
人
た
ち
は
買
い
物
も
東
区
の
イ
オ
ン
や
原
信
を

利
用
す
る
と
い
う
。

利
用
す
る
と
い
う
。

　
市
民
の
子
育
て
の
利
便
性
向
上
だ
け
で
な
く
他

　
市
民
の
子
育
て
の
利
便
性
向
上
だ
け
で
な
く
他

市
町
村
か
ら
の
親
子
の
利
用
を
促
し
、
ひ
い
て
は

市
町
村
か
ら
の
親
子
の
利
用
を
促
し
、
ひ
い
て
は

定
着
人
口
増
を
ね
ら
っ
て
作
ら
れ
た
の
が
岩
手
県

定
着
人
口
増
を
ね
ら
っ
て
作
ら
れ
た
の
が
岩
手
県

紫
波
町
の
図
書
館
・
子
育
て
支
援
施
設
・
商
業
施

紫
波
町
の
図
書
館
・
子
育
て
支
援
施
設
・
商
業
施

設
の
複
合
施
設
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
だ
。

設
の
複
合
施
設
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
だ
。

 

「
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
は
J
R
紫
波
中
央
駅
の
目

「
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
は
J
R
紫
波
中
央
駅
の
目

の
前
に
、
駅
前
の
再
開
発
に
伴
っ
て
作
ら
れ
、
年

の
前
に
、
駅
前
の
再
開
発
に
伴
っ
て
作
ら
れ
、
年

間
30
万
人
が
利
用
す
る
。
紫
波
町
の
人
口
が
3
万

万
人
が
利
用
す
る
。
紫
波
町
の
人
口
が
3
万

4
千
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
驚
異
的
な
数

4
千
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
驚
異
的
な
数

字
だ
。
駅
前
立
地
で
盛
岡
市
か
ら
電
車

字
だ
。
駅
前
立
地
で
盛
岡
市
か
ら
電
車
で
20
分
、
分
、

紫
波
I
C
か
ら
車

紫
波
I
C
か
ら
車
で
10
分
、
さ
ら
に
駐
車
場
は
無

分
、
さ
ら
に
駐
車
場
は
無

料
。
交
通
利
便
性
の
良
さ
と
、
図
書
館
・
子
育
て

料
。
交
通
利
便
性
の
良
さ
と
、
図
書
館
・
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
に
、産
直
・
学
習
塾
・
カ
フ
ェ
・

支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
に
、産
直
・
学
習
塾
・
カ
フ
ェ
・

医
院
な
ど
の
商
業
施
設
の
併
設
が
集
客
に
つ
な

医
院
な
ど
の
商
業
施
設
の
併
設
が
集
客
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

が
っ
て
い
る
。

　
利
用
者
に
特
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
が
、
子
育
て

　
利
用
者
に
特
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
が
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
し
わ
っ
せ
」
で
あ
る
。
広
さ
は

支
援
セ
ン
タ
ー
「
し
わ
っ
せ
」
で
あ
る
。
広
さ
は

約
５
０
０
㎡
、
市
福
祉
課
職
員
（
保
育
士
）
な
ど

約
５
０
０
㎡
、
市
福
祉
課
職
員
（
保
育
士
）
な
ど

７
名
で
運
営
し
て
い
て
、
オ
ー
プ
ン
以
来
９
か
月

７
名
で
運
営
し
て
い
て
、
オ
ー
プ
ン
以
来
９
か
月

で
利
用
者
は
2
万
人
を
超
え
た
。
町
外
の
利
用
者

で
利
用
者
は
2
万
人
を
超
え
た
。
町
外
の
利
用
者

は
全
利
用
者
の
約
４
割
に
の
ぼ
る
。「
利
用
見
込

は
全
利
用
者
の
約
４
割
に
の
ぼ
る
。「
利
用
見
込

み
は
１

み
は
１
日
10
〜
20
組
で
し
た
が
、
オ
ー
プ
ン
し
て

組
で
し
た
が
、
オ
ー
プ
ン
し
て

み
た
ら
多
い
と
き
は
１

み
た
ら
多
い
と
き
は
１
日
80
組
も
利
用
し
、
す
で

組
も
利
用
し
、
す
で

に
手
狭
。
倍
以
上
広
く
て
も
良
か
っ
た
と
感
じ
て

に
手
狭
。
倍
以
上
広
く
て
も
良
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
」（
紫
波
町
福
祉
課
主
任
・
坂
下
貴
子
さ
ん
）

い
ま
す
」（
紫
波
町
福
祉
課
主
任
・
坂
下
貴
子
さ
ん
）

と
い
う
。
こ
れ
以
上
の
受
入
に
は
施
設
拡
張
と
さ

と
い
う
。
こ
れ
以
上
の
受
入
に
は
施
設
拡
張
と
さ

ら
な
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
が
必
要
だ
と
い
う
。

　
同
様
に
図
書
館
と
子
育
て
支
援
施
設
を
併
設
し

た
塩
尻
市
（
人
口
約
６
万
８
千
人
）
の
「
え
ん
ぱ
ー

く
」
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
広
さ
は
約
５
０

０
㎡
、
隣
に
あ
る
親
子
の
遊
び
場
「
あ
・
そ
・
ぼ
」

の
広
さ
は
約
１
千
４
０
０
㎡
と
広
い
。
遊
び
場
だ

の
10
倍
だ
。
子
育
て
支
援
施
設
の

倍
だ
。
子
育
て
支
援
施
設
の

利
用
者
は
年
間
７
万
人
を
超
え
、
利
用
者
の
約
２

利
用
者
は
年
間
７
万
人
を
超
え
、
利
用
者
の
約
２

割
は
隣
の
松
本
市
の
人
た
ち
だ
と
い
う
。
０
〜
５

割
は
隣
の
松
本
市
の
人
た
ち
だ
と
い
う
。
０
〜
５

歳
ま
で
の
利
用
で
、
発
達
に
応
じ
て
ス
ペ
ー
ス
が

歳
ま
で
の
利
用
で
、
発
達
に
応
じ
て
ス
ペ
ー
ス
が

分
か
れ
て
い
て
い
る
が
、
冬
場
は
１
日
最
大
３
０

分
か
れ
て
い
て
い
る
が
、
冬
場
は
１
日
最
大
３
０

０
組
が
利
用
す
る
の
で
、「
収
容
し
き
れ
な
い
」

０
組
が
利
用
す
る
の
で
、「
収
容
し
き
れ
な
い
」

と
い
う
。

と
い
う
。

　
新
発
田
市
の
現
状
と
他
自
治
体
の
成
功
事
例
を

　
新
発
田
市
の
現
状
と
他
自
治
体
の
成
功
事
例
を

み
れ
ば
当
市
の
「
子
育
て
支
援
施
設
」
も
利
用
者
・

み
れ
ば
当
市
の
「
子
育
て
支
援
施
設
」
も
利
用
者
・

担
当
者
の
声
を
最
大
限
聞
き
つ
つ
、
早
急
に
改
善

担
当
者
の
声
を
最
大
限
聞
き
つ
つ
、
早
急
に
改
善

す
べ
き
で
あ
る
。
新
発
田
駅
前
に
移
転
す
る
際
は

す
べ
き
で
あ
る
。
新
発
田
駅
前
に
移
転
す
る
際
は

十
分
な
広
さ
と
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
望
ま
れ

十
分
な
広
さ
と
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
望
ま
れ

る
。
る
。

　
ま
た
、「
い
き
い
き
館
」
に
残
さ
れ
る
高
齢
者
・

　
ま
た
、「
い
き
い
き
館
」
に
残
さ
れ
る
高
齢
者
・

障
が
い
者
向
け
の
新
施
設
計
画
も
早
急
に
検
討
さ

障
が
い
者
向
け
の
新
施
設
計
画
も
早
急
に
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
万
都
市
に
も
か
か
わ
ら
ず

設
置
時
か
ら
改
善
の
な
い
現
状

近
隣
市
町
村
の
類
似
施
設
に

新
発
田
の
利
用
者
が
移
動

人
口
3
万
４
千
人
の
ま
ち
に
約
５
０
０
㎡
の

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
親
子
の
遊
び
場
）」

可
能
数
が
２
４
２
人
増
え
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る

ら
な
る

　
同
様

た
塩
尻

く
」
の

０
㎡
、

の
広
さ

塩尻市「あ・そ・ぼ」(約 1,400㎡ )
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■ 毎月25日発行 vol.23シバタ オレンジ プレス

駅前複合施設に子育て支援機能

発行人＝阿部 聡
発行所／（有）アミックス
〒957-0021　新発田市五十公野 4837-6
tel 090-2733-3568　fax 0254-23-6946

Sibata Orange Press

特集

「しばた」
　　　を知って楽しみ、

　「新しいしばた」
　　　　の町をつくる新聞

平成25年8月25日号

手
狭
な
現
在
の「
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」。

早
急
に
駅
前
に
広
く
て
明
る
い
施
設
を

　

平
成
27
年
度
末
ま
で
に
J
R
新
発
田
駅
前
に
複

合
施
設
を
建
設
、一
部
図
書
館
機
能
を
持
た
せ
、子

育
て
支
援
施
設
（
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
、
多
目
的

ホ
ー
ル
併
設
）
を
充
実
さ
せ
る
計
画
が
進
ん
で
い

る
。図
書
館
は
現
図
書
館
を
す
べ
て
移
設
す
る
の

で
は
な
く
、現
図
書
館
は「
歴
史
書
館
」（
仮
称
）と
し

て
整
理
保
存
研
究
に
機
能
を
特
化
、
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
前
号
で
詳
述
し
た
。ま
た
、
商
業
施
設
を
誘

致
す
る
予
定
の
民
間
棟
の
建
設
計
画
も
進
ん
で
い

る
が
、
今
号
で
は
複
合
施
設
の
も
う
一
つ
の
核
と

な
る「
子
育
て
支
援
施
設
」の
設
計
を
前
に
し
て
、新

し
い
計
画
に
生
か
す
べ
く
、現
状
を
取
材
し
た
。
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現
在
の
い
き
い
き
館
・
猿
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

　
現
在
の
い
き
い
き
館
・
猿
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

は
と
も
に
「
子
ど
も
一
時
預
か
り
」
機
能
は
な
い
。

は
と
も
に
「
子
ど
も
一
時
預
か
り
」
機
能
は
な
い
。

面
積
の
制
約
、
人
員
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
問

面
積
の
制
約
、
人
員
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
問

題
な
ど
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
機
能
を
付
加

題
な
ど
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
機
能
を
付
加

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
J
R
新
発
田

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
J
R
新
発
田

駅
前
に
「
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」
を
移
転
し
、
一

駅
前
に
「
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」
を
移
転
し
、
一

般
図
書
、
児
童
図
書
、
読
み
聞
か
せ
と
の
複
合
施

般
図
書
、
児
童
図
書
、
読
み
聞
か
せ
と
の
複
合
施

設
と
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
こ
の
機
能
は
便
利
な
も

設
と
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
こ
の
機
能
は
便
利
な
も

の
と
な
り
、
新
発
田
市
の
子
育
て
支
援
は
大
き
く

の
と
な
り
、
新
発
田
市
の
子
育
て
支
援
は
大
き
く

前
進
す
る
。
保
護
者
は
「
子
ど
も
一
時
預
か
り
」

前
進
す
る
。
保
護
者
は
「
子
ど
も
一
時
預
か
り
」

を
利
用
し
て
、子
ど
も
を
預
け
て
併
設
の
図
書
館
・

を
利
用
し
て
、子
ど
も
を
預
け
て
併
設
の
図
書
館
・

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
・
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
利
用

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
・
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
利
用

が
可
能
に
な
る
ば
か
り
か
、
同
時
に
計
画
さ
れ
て

が
可
能
に
な
る
ば
か
り
か
、
同
時
に
計
画
さ
れ
て

い
る
商
業
施
設
や
付
近
の
商
店
で
の
買
い
物
、
医

い
る
商
業
施
設
や
付
近
の
商
店
で
の
買
い
物
、
医

院
の
利
用
、
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
参
加
な
ど
が
簡

院
の
利
用
、
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
参
加
な
ど
が
簡

単
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

単
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

　
先
述
の
塩
尻
市
・
紫
波
町
な
ど
の
「
子
育
て
支

　
先
述
の
塩
尻
市
・
紫
波
町
な
ど
の
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
は
こ
れ
と
類
似
し
た
機
能
が
あ

援
セ
ン
タ
ー
」
に
は
こ
れ
と
類
似
し
た
機
能
が
あ

る
。
利
用
は
市
民
・
町
民
ま
た
は
市
・
町
に
通
勤
・

る
。
利
用
は
市
民
・
町
民
ま
た
は
市
・
町
に
通
勤
・

通
学
す
る
人
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
て
、
運
営
も
直

通
学
す
る
人
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
て
、
運
営
も
直

営
だ
っ
た
り
民
間
（
N
P
O
）
委
託
だ
っ
た
り
い

営
だ
っ
た
り
民
間
（
N
P
O
）
委
託
だ
っ
た
り
い

ろ
い
ろ
だ
が
、
こ
れ
ら
運
営
の
問
題
は
利
用
者
・

ろ
い
ろ
だ
が
、
こ
れ
ら
運
営
の
問
題
は
利
用
者
・

担
当
者
な
ど
と
今
後
検
討
し
て
い
け
ば
よ
い
。

担
当
者
な
ど
と
今
後
検
討
し
て
い
け
ば
よ
い
。

　
ま
た
、
塩
尻
市
・
紫
波
町
な
ど
の
「
子
育
て
支

　
ま
た
、
塩
尻
市
・
紫
波
町
な
ど
の
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
図
書
館
で
行
う
読
み
聞
か
せ

援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
図
書
館
で
行
う
読
み
聞
か
せ

活
動
を
そ
の
利
用
者
に
告
知
、
逆
に
図
書
館
で
は

活
動
を
そ
の
利
用
者
に
告
知
、
逆
に
図
書
館
で
は

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
対
し
て
「
子
育
て
支
援

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
対
し
て
「
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
告
知
す
る
な

セ
ン
タ
ー
」
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
告
知
す
る
な

ど
、
相
互
に
連
携
し
て
利
用
者
の
利
便
性
を
上
げ

ど
、
相
互
に
連
携
し
て
利
用
者
の
利
便
性
を
上
げ

て
い
る
。

て
い
る
。

　
新
し
く
で
き
る
広
い
「
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」、

新
し
く
で
き
る
広
い
「
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」、

可
能
な
ら
1
千
㎡
程
度
の
広
さ
は
ほ
し
い
。
そ
こ

可
能
な
ら
1
千
㎡
程
度
の
広
さ
は
ほ
し
い
。
そ
こ

で
自
由
に
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
保
護
者
同
士
が

で
自
由
に
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
保
護
者
同
士
が

子
育
て
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
り
、
見
守
っ
て

子
育
て
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
り
、
見
守
っ
て

い
る
と
き
に
保
護
者
や
保
育
士
さ
ん
が
子
ど
も
の

い
る
と
き
に
保
護
者
や
保
育
士
さ
ん
が
子
ど
も
の

発
達
に
疑
問
を
持
っ
た
ら
気
軽
に
相
談
し
、
場
合

発
達
に
疑
問
を
持
っ
た
ら
気
軽
に
相
談
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
専
門
家
に
つ
な
ぐ
な
ど
す
れ
ば
子
ど

に
よ
っ
て
は
専
門
家
に
つ
な
ぐ
な
ど
す
れ
ば
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
保
護
者
に
と
っ
て
も
有
益
だ
。

も
た
ち
に
と
っ
て
も
保
護
者
に
と
っ
て
も
有
益
だ
。

　
猿
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の「
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」

　
猿
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の「
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」

「
サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム
」
な
ど
も
駅
前
に
移
転
す
る

「
サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム
」
な
ど
も
駅
前
に
移
転
す
る

な
ら
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
猿
橋
コ
ミ
ュ

な
ら
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
猿
橋
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
「
ひ
ま
わ
り
学
園
」（
児
童
発
達
支
援

ニ
テ
ィ
の
「
ひ
ま
わ
り
学
園
」（
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
）
の
機
能
を
充
実
し
て
、
つ
ま
り
子
ど

セ
ン
タ
ー
）
の
機
能
を
充
実
し
て
、
つ
ま
り
子
ど

も
発
達
相
談
や
障
が
い
児
た
ち
へ
の
支
援
を
さ
ら

も
発
達
相
談
や
障
が
い
児
た
ち
へ
の
支
援
を
さ
ら

に
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

に
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
民
参
加
で
継
続
的
に
議
論
を
続
け
て
ほ
し
い
。

市
民
参
加
で
継
続
的
に
議
論
を
続
け
て
ほ
し
い
。

　
駅
前
図
書
館
の
新
設
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う

　
駅
前
図
書
館
の
新
設
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
運
営
す
べ
き
か
、
よ
く
図
書
館
を
使
う
と
い
う

に
運
営
す
べ
き
か
、
よ
く
図
書
館
を
使
う
と
い
う

本
紙
読
者
の
方
に
聞
い
た
。示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

本
紙
読
者
の
方
に
聞
い
た
。示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　
新
発
田
図
書
館
は
「
悪
い
ん
で
す
け
ど
、
本
が

　
新
発
田
図
書
館
は
「
悪
い
ん
で
す
け
ど
、
本
が

少
な
く
て
古
い
の
が
残
念
で
す
。
建
物
も
古
い
で

少
な
く
て
古
い
の
が
残
念
で
す
。
建
物
も
古
い
で

す
け
ど
（
笑
）。
新
刊
で
も
文
庫
本
で
も
す
ぐ
読

す
け
ど
（
笑
）。
新
刊
で
も
文
庫
本
で
も
す
ぐ
読

め
る
の
が
理
想
。
と
く
に
大
好
き
な
『
時
代
物
』

め
る
の
が
理
想
。
と
く
に
大
好
き
な
『
時
代
物
』

の
小
説
を
充
実
し
て
ほ
し
い
（
笑
）。
そ
れ
と
姉

の
小
説
を
充
実
し
て
ほ
し
い
（
笑
）。
そ
れ
と
姉

の
住
ん
で
い
る
千
葉
の
市
川
市
で
す
と
パ
ソ
コ
ン

の
住
ん
で
い
る
千
葉
の
市
川
市
で
す
と
パ
ソ
コ
ン

で
予
約
で
き
て
、新
刊
で
も
予
約
す
れ
ば
読
め
る
。

で
予
約
で
き
て
、新
刊
で
も
予
約
す
れ
ば
読
め
る
。

パ
ソ
コ
ン
は
役
所
に
も
公
民
館
に
も
あ
っ
て
そ
こ

パ
ソ
コ
ン
は
役
所
に
も
公
民
館
に
も
あ
っ
て
そ
こ

か
ら
も
予
約
で
き
ま
す
。移
動
図
書
館
が
あ
っ
て
、

か
ら
も
予
約
で
き
ま
す
。移
動
図
書
館
が
あ
っ
て
、

予
約
す
れ
ば
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
す
。
図
書
館
で

予
約
す
れ
ば
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
す
。
図
書
館
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
大
活
躍
し
て
、
あ
と
雑

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
大
活
躍
し
て
、
あ
と
雑

誌
が
充
実
し
て
い
て
」
と
女
性
の
Ｓ
・
H
さ
ん
。

誌
が
充
実
し
て
い
て
」
と
女
性
の
Ｓ
・
H
さ
ん
。

と
に
か
く
「
新
刊
が
す
ぐ
読
め
る
」
こ
と
を
強
く

と
に
か
く
「
新
刊
が
す
ぐ
読
め
る
」
こ
と
を
強
く

望
ん
で
い
る
と
い
う
。

望
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
「
駐
車
場
が
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
な
の
は

　
さ
ら
に
「
駐
車
場
が
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
な
の
は

困
り
ま
す
。
私
は
よ
く
市
役
所
に
止
め
る
ん
で
す

困
り
ま
す
。
私
は
よ
く
市
役
所
に
止
め
る
ん
で
す

け
ど
駐
車
場
は
充
実
し
て
ほ
し
い
。
暗
〜
い
の
も

け
ど
駐
車
場
は
充
実
し
て
ほ
し
い
。
暗
〜
い
の
も

嫌
で
す
ね
。
あ
と
子
ど
も
に
耳
で
聴
か
せ
る
だ
け

嫌
で
す
ね
。
あ
と
子
ど
も
に
耳
で
聴
か
せ
る
だ
け

で
な
く
、
大
人
や
高
齢
者
向
け
に
、
本
を
C
D
に

で
な
く
、
大
人
や
高
齢
者
向
け
に
、
本
を
C
D
に

入
れ
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
か
、
子
ど
も
に
ふ
る

入
れ
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
か
、
子
ど
も
に
ふ
る

さ
と
新
発
田
の
歴
史
を
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

さ
と
新
発
田
の
歴
史
を
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
そ

な
、
そ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
そ

れ
と
、
使
い
や
す
く
す
る
に
は
、
食
べ
た
り
く
つ

れ
と
、
使
い
や
す
く
す
る
に
は
、
食
べ
た
り
く
つ

ろ
げ
る
こ
と
も
大
事
で
す
し
、交
通
の
便
が
い
い
、

ろ
げ
る
こ
と
も
大
事
で
す
し
、交
通
の
便
が
い
い
、

バ
ス
な
ん
か
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
止
ま
る
よ
う
に
し

バ
ス
な
ん
か
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
止
ま
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」
と
続
け
た
。

て
ほ
し
い
」
と
続
け
た
。

　
大
の
本
好
き
だ
が
、
新
発
田
図
書
館
は
使
い
勝

　
大
の
本
好
き
だ
が
、
新
発
田
図
書
館
は
使
い
勝

手
が
悪
い
の
で
使
う
の
を
諦
め
、
新
潟
市
に
勤
め

手
が
悪
い
の
で
使
う
の
を
諦
め
、
新
潟
市
に
勤
め

て
い
る
の
で
新
潟
市
の
図
書
館
「
ほ
ん
ぽ
ー
と
」

て
い
る
の
で
新
潟
市
の
図
書
館
「
ほ
ん
ぽ
ー
と
」

の
超
ハ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
石
川
里

の
超
ハ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
石
川
里

美
さ
ん
。「
新
発
田
っ
て
お
金
が
な
い
の
か
、
あ

美
さ
ん
。「
新
発
田
っ
て
お
金
が
な
い
の
か
、
あ

ま
り
本
が
な
い
み
た
い
。
で
、
新
発
田
図
書
館
で

ま
り
本
が
な
い
み
た
い
。
で
、
新
発
田
図
書
館
で

読
み
た
い
本
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
ら
裏
に
沼
垂
図

読
み
た
い
本
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
ら
裏
に
沼
垂
図

書
館
っ
て
書
い
て
あ
っ
た
。
あ
っ
私
が
読
み
た
い

書
館
っ
て
書
い
て
あ
っ
た
。
あ
っ
私
が
読
み
た
い

本
っ
て
『
ほ
ん
ぽ
ー
と
』
に
あ
る
ん
だ
っ
て
。
そ

本
っ
て
『
ほ
ん
ぽ
ー
と
』
に
あ
る
ん
だ
っ
て
。
そ

れ
以
来
新
発
田
図
書
館
に
は
行
っ
て
ま
せ
ん

れ
以
来
新
発
田
図
書
館
に
は
行
っ
て
ま
せ
ん

（
笑
）。
あ
と
、
新
発
田
で
は
蔵
書
検
索
は
で
き
ま

（
笑
）。
あ
と
、
新
発
田
で
は
蔵
書
検
索
は
で
き
ま

す
が
、
ネ
ッ
ト
予
約
で
き
な
い
。『
ほ
ん
ぽ
ー
と
』

す
が
、
ネ
ッ
ト
予
約
で
き
な
い
。『
ほ
ん
ぽ
ー
と
』

だ
と
ネ
ッ
ト
予
約
で
き
て
、
行
く
と
カ
ウ
ン
タ
ー

だ
と
ネ
ッ
ト
予
約
で
き
て
、
行
く
と
カ
ウ
ン
タ
ー

に
出
て
い
る
。
仮
に
誰
か
が
借
り
て
い
て
も
本
が

に
出
て
い
る
。
仮
に
誰
か
が
借
り
て
い
て
も
本
が

返
っ
て
く
る
と
、
ご
予
約
の
資
料
が
届
き
ま
し

返
っ
て
く
る
と
、
ご
予
約
の
資
料
が
届
き
ま
し

た
っ
て
、
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
」
と
絶
賛
。

た
っ
て
、
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
」
と
絶
賛
。

 

「『
ほ
ん
ぽ
ー
と
』
は
サ
ー
ビ
ス
も
い
い
。
あ
の

「『
ほ
ん
ぽ
ー
と
』
は
サ
ー
ビ
ス
も
い
い
。
あ
の

空
間
自
体
も
楽
し
い
。
広
く
て
明
る
い
し
、
あ
と

空
間
自
体
も
楽
し
い
。
広
く
て
明
る
い
し
、
あ
と

イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
。
持
ち
込
み
O
K
だ
か
ら

イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
。
持
ち
込
み
O
K
だ
か
ら

お
弁
当
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
あ
そ
こ
な
ら
1
日
中

お
弁
当
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
あ
そ
こ
な
ら
1
日
中

い
れ
る
。
新
発
田
で
も
そ
う
し
て
ほ
し
い
。
勉
強

い
れ
る
。
新
発
田
で
も
そ
う
し
て
ほ
し
い
。
勉
強

コ
ー
ナ
ー
が
独
立
し
て
い
る
の
も
い
い
し

コ
ー
ナ
ー
が
独
立
し
て
い
る
の
も
い
い
し
、
20
時

ま
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
の
が
す
ご
い
。
勤
め
が

ま
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
の
が
す
ご
い
。
勤
め
が

終
わ
っ
て
か
ら
寄
れ
る
。
で
な
い
と
私
は
土
日
し

終
わ
っ
て
か
ら
寄
れ
る
。
で
な
い
と
私
は
土
日
し

か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
今
は
子
ど
も
連

か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
今
は
子
ど
も
連

れ
て
土
日
も
行
き
ま
す
け
ど
（
笑
）。
新
し
い
新

れ
て
土
日
も
行
き
ま
す
け
ど
（
笑
）。
新
し
い
新

発
田
の
図
書
館
も
そ
う
な
る
と
い
い
ん
で
す
が

発
田
の
図
書
館
も
そ
う
な
る
と
い
い
ん
で
す
が

…
。
駅
前
に
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
高
校
生

…
。
駅
前
に
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
高
校
生

と
か
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
し
」。

と
か
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
し
」。

駅
前
・
子
育
て
支
援
に

「
子
ど
も
一
時
預
か
り
」を

子
ど
も
の
発
達
障
害
な
ど
の

専
門
的
相
談
機
能
も
充
実
を

新
し
い
図
書
館
は
広
い
だ
け
で
な
く

徹
底
し
た
使
い
勝
手
の
良
さ
を
追
及

塩尻市「あ・そ・ぼ」。奥が見えないほど広い

塩尻市「子育て支援センター」。自然とママ仲間ができる

新潟市ほんぽーとの「こどもとしょかん」

紫波町の「こども図書館」。表紙展示が多い
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※平成25年
9月10日（火）必着

親子ペア（小学生以上）
3組（6名）様を
　ご招待！！

阿
賀
野
川

新新バイパス
R7

新発田→

R7 中条→
↑新潟

新発田 IC

新発田南高校新発田南高校

第四銀行

新
発
田
駅

月
岡
温
泉
↓

R
2
9
0R

4
6
0

花安

新
発
田

農
業
高
校

イオン

豊浦病院

旧水原

新発田南高校

新発田店

松崎店カワチ

イオン

新潟空港↑ 小嶋屋
総本舗

湯ったり苑

一日市IC

海老ケ瀬
IC

●新発田店　9：00～18：00　
新発田市荒町1480
☎0254-20-2229
●松崎店　9：00～19：00
新潟市東区新松崎1-6-14
☎025-274-2229

金

日
とんとん
フェスタ

8月30日
　9月1日▼

日替わり日替わりで“旬”“旬”の日替わりで“旬”の
果物や野菜が果物や野菜が果物や野菜が

2割引！2割引！

24
年
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

最
終
大
ご
奉
仕
価
格
！！

3

　
8
　
8
月
17
日
（
土
）〜
9

日
（
土
）〜
9
月
30
日
（
月
）
ま
で
、

日
（
月
）
ま
で
、

月
岡
温
泉
の
刀
剣
伝
承
館
（
カ
リ
オ
ン
文
化
館
・

月
岡
温
泉
の
刀
剣
伝
承
館
（
カ
リ
オ
ン
文
化
館
・

入
場
無
料
・
水
曜
休
館
）
で
、
人
間
国
宝
で
新
発

入
場
無
料
・
水
曜
休
館
）
で
、
人
間
国
宝
で
新
発

田
市
名
誉
市
民
の
美
術
刀
剣
作
家
・
天
田
昭
次
の

田
市
名
誉
市
民
の
美
術
刀
剣
作
家
・
天
田
昭
次
の

遺
作
展
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
年
6
月

遺
作
展
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
年
6
月
、

85
歳
で
逝
去
し
た
不
世
出
の
芸
術
家
を
偲
ぶ
た
め

歳
で
逝
去
し
た
不
世
出
の
芸
術
家
を
偲
ぶ
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
日
本
刀
の
最
高
賞
で
あ
る
正
宗

の
も
の
で
あ
る
。
日
本
刀
の
最
高
賞
で
あ
る
正
宗

賞
2
度
目
の
受
賞
作
で
相
州
伝
の
刀
、
新
発
田
城

賞
2
度
目
の
受
賞
作
で
相
州
伝
の
刀
、
新
発
田
城

復
元
記
念
の
太
刀
、豊
浦
町
閉
町
記
念
の
刀
な
ど
、

復
元
記
念
の
太
刀
、豊
浦
町
閉
町
記
念
の
刀
な
ど
、

刀
剣
伝
承
館
の
普
段
の
展
示
の
他
に
、
今
回
は
特

刀
剣
伝
承
館
の
普
段
の
展
示
の
他
に
、
今
回
は
特

別
に
55
世
横
綱
北
の
湖
が
土
俵
入
り
で
使
っ
た
太

世
横
綱
北
の
湖
が
土
俵
入
り
で
使
っ
た
太

刀
、
中
越
地
震
な
ど
数
々
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

刀
、
中
越
地
震
な
ど
数
々
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

新
潟
県
の
復
興
を
祈
念
し
て
作
ら
れ
た
剣
な
ど
、

新
潟
県
の
復
興
を
祈
念
し
て
作
ら
れ
た
剣
な
ど
、

約
20
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
作
刀
時
期
や
作
風

点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
作
刀
時
期
や
作
風

の
異
な
る
作
品
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
ま
た
と

の
異
な
る
作
品
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
ま
た
と

な
い
。
ま
た
、書
を
能
く
し
た
天
田
書
の
「
汲
古
」

な
い
。
ま
た
、書
を
能
く
し
た
天
田
書
の
「
汲
古
」

「
雨
洗
風
磨
」
の
掛
け
軸
な
ど
、
さ
ら
に
作
刀
過

「
雨
洗
風
磨
」
の
掛
け
軸
な
ど
、
さ
ら
に
作
刀
過

程
や
天
田
愛
用
の
遺
品
な
ど
も
鑑
賞
で
き
る
。

程
や
天
田
愛
用
の
遺
品
な
ど
も
鑑
賞
で
き
る
。

　
天
田
昭
次
は
日
本
刀
の
新
作
名
刀
展
の
最
高

　
天
田
昭
次
は
日
本
刀
の
新
作
名
刀
展
の
最
高

賞
・
正
宗
賞
を
3
回
受
賞
し
た
。
自
家
製
鉄
で
、

賞
・
正
宗
賞
を
3
回
受
賞
し
た
。
自
家
製
鉄
で
、

山
城
伝
・
相
州
伝
・
備
前
伝
そ
れ
ぞ
れ
で
傑
出
し

山
城
伝
・
相
州
伝
・
備
前
伝
そ
れ
ぞ
れ
で
傑
出
し

た
美
術
刀
剣
を
生
み
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本

た
美
術
刀
剣
を
生
み
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本

作
刀
史
上
、
天
田
し
か
で
き
な
か
っ
た
偉
業
で
あ

作
刀
史
上
、
天
田
し
か
で
き
な
か
っ
た
偉
業
で
あ

り
、
芸
術
家
・
天
田
が
不
世
出
と
い
わ
れ
る
ゆ
え

り
、
芸
術
家
・
天
田
が
不
世
出
と
い
わ
れ
る
ゆ
え

ん
で
あ
る
。

ん
で
あ
る
。

　
自
身
2
回
目
の
正
宗
賞
受
賞
と
な
っ
た
刀
は
、

　
自
身
2
回
目
の
正
宗
賞
受
賞
と
な
っ
た
刀
は
、

刃
長
73
・
9
㎝
、
自
家
製
の
銑
（
ず
く
）
を
奥
出

・
9
㎝
、
自
家
製
の
銑
（
ず
く
）
を
奥
出

雲
の
鍛
練
法
で
鋼
（
は
が
ね
）
と
し
、「
ザ
ク
ッ

雲
の
鍛
練
法
で
鋼
（
は
が
ね
）
と
し
、「
ザ
ク
ッ

と
鍛
え
た
」（
天
田
の
二
女
・
天
田
恵
さ
ん
）
と

と
鍛
え
た
」（
天
田
の
二
女
・
天
田
恵
さ
ん
）
と

い
う
。「
ザ
ク
ッ
と
」
と
は
、
折
り
返
し
鍛
錬
の

い
う
。「
ザ
ク
ッ
と
」
と
は
、
折
り
返
し
鍛
錬
の

回
数
を
あ
え
て
少
な
く
し
た
こ
と
を
指
す
。
地
肌

回
数
を
あ
え
て
少
な
く
し
た
こ
と
を
指
す
。
地
肌

は
板
目
に
大
板
目
が
混
じ
り
、
焼
刃
は
相
州
伝
ら

は
板
目
に
大
板
目
が
混
じ
り
、
焼
刃
は
相
州
伝
ら

し
く
沸
（
に
え
）
が
深
く
、
湾
（
の
た
）
れ
が
程

し
く
沸
（
に
え
）
が
深
く
、
湾
（
の
た
）
れ
が
程

よ
く
交
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
写
真
な
ど
で
は
再
現

よ
く
交
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
写
真
な
ど
で
は
再
現

が
難
し
く
、
現
地
で
本
物
を
角
度
を
変
え
な
が
ら

が
難
し
く
、
現
地
で
本
物
を
角
度
を
変
え
な
が
ら

眺
め
る
と
、
し
っ
か
り
確
認
で
き
る
。

眺
め
る
と
、
し
っ
か
り
確
認
で
き
る
。

　
印
象
と
し
て
は
全
体
と
し
て
穏
や
か
で
控
え
め

　
印
象
と
し
て
は
全
体
と
し
て
穏
や
か
で
控
え
め

な
表
現
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
「
真
木
山
」
を
イ

な
表
現
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
「
真
木
山
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

メ
ー
ジ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　
3
回
目
の
正
宗
賞
受
賞
作
の
備
前
伝
の
太
刀

　
3
回
目
の
正
宗
賞
受
賞
作
の
備
前
伝
の
太
刀

（
十
日
町
市
・
星
と
森
の
美
術
館
蔵
、
9

（
十
日
町
市
・
星
と
森
の
美
術
館
蔵
、
9
月
29
日

（
日
）
ま
で
「
追
悼
天
田
昭
次
」
展
開
催
中
）
の

（
日
）
ま
で
「
追
悼
天
田
昭
次
」
展
開
催
中
）
の

丁
子
乱
れ
の
刃
紋
を
も
つ
太
刀
と
は
対
照
的
な
景

丁
子
乱
れ
の
刃
紋
を
も
つ
太
刀
と
は
対
照
的
な
景

色
で
あ
る
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
鑑
賞
し
て
ほ
し
い
。

色
で
あ
る
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
鑑
賞
し
て
ほ
し
い
。

な
お
、
現
在
所
在
不
明
の
最
初
の
正
宗
賞
受
賞
作

な
お
、
現
在
所
在
不
明
の
最
初
の
正
宗
賞
受
賞
作

は
山
城
伝
、
品
の
い
い
直
刃
だ
っ
た
。

は
山
城
伝
、
品
の
い
い
直
刃
だ
っ
た
。

　
新
潟
県
復
興
祈
念
剣
は
、
す
べ
て
の
災
厄
を
振

　
新
潟
県
復
興
祈
念
剣
は
、
す
べ
て
の
災
厄
を
振

り
払
う
不
動
明
王
の
剣
に
倣
っ
た
も
の
で
、
梵
字

り
払
う
不
動
明
王
の
剣
に
倣
っ
た
も
の
で
、
梵
字

が
象
嵌
さ
れ
て
い
る
。
形
は
鋭
く
端
正
で
あ
り
な

が
象
嵌
さ
れ
て
い
る
。
形
は
鋭
く
端
正
で
あ
り
な

が
ら
、
ど
こ
か
に
穏
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は

が
ら
、
ど
こ
か
に
穏
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は

天
田
の
や
さ
し
い
人
柄
が
映
し
出
さ
れ
た
も
の
か
。

天
田
の
や
さ
し
い
人
柄
が
映
し
出
さ
れ
た
も
の
か
。

　
そ
の
ほ
か
も
名
品
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

　
そ
の
ほ
か
も
名
品
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
物
語
が
あ
る
が
、「
先
入
観
を
持
た
ず
に
一
人

に
物
語
が
あ
る
が
、「
先
入
観
を
持
た
ず
に
一
人

ひ
と
り
の
感
性
で
刀
の
美
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し

ひ
と
り
の
感
性
で
刀
の
美
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
の
が
天
田
の
願
い
。
何
を
感
じ
、
何

い
」
と
い
う
の
が
天
田
の
願
い
。
何
を
感
じ
、
何

に
感
動
す
る
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
ま
ず
は
遺
作

に
感
動
す
る
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
ま
ず
は
遺
作

展
に
足
を
運
び
、
自
分
の
目
と
心
で
鑑
賞
し
て
ほ

展
に
足
を
運
び
、
自
分
の
目
と
心
で
鑑
賞
し
て
ほ

し
い
。
自
家
製
鉄
と
い
う
日
本
作
刀
史
上
誰
も
試

し
い
。
自
家
製
鉄
と
い
う
日
本
作
刀
史
上
誰
も
試

み
る
こ
と
の
な
か
っ
た
独
自
の
手
法
で
、
美
術
刀

み
る
こ
と
の
な
か
っ
た
独
自
の
手
法
で
、
美
術
刀

剣
を
芸
術
の
域
に
ま
で
高
め
た
天
田
昭
次
は
、
ま

剣
を
芸
術
の
域
に
ま
で
高
め
た
天
田
昭
次
は
、
ま

さ
に
当
地
で
生
ま
れ
、
月
岡
の
地
が
育
て
た
の
だ

さ
に
当
地
で
生
ま
れ
、
月
岡
の
地
が
育
て
た
の
だ

か
ら
。

か
ら
。

　
天
田
の
美
に
対
す
る
追
究
は
際
限
が
な
か
っ

　
天
田
の
美
に
対
す
る
追
究
は
際
限
が
な
か
っ

た
。
普
通
の
刀
匠
は
製
鉄
さ
れ
た
材
料
を
仕
入
れ

た
。
普
通
の
刀
匠
は
製
鉄
さ
れ
た
材
料
を
仕
入
れ

て
作
刀
す
る
。
し
か
し
、
天
田
は
鉄
鉱
石
や
砂
鉄

て
作
刀
す
る
。
し
か
し
、
天
田
は
鉄
鉱
石
や
砂
鉄

の
収
集
か
ら
始
め
て
自
家
製
鉄
し
た
。「
小
さ
い

の
収
集
か
ら
始
め
て
自
家
製
鉄
し
た
。「
小
さ
い

頃
、よ
く
父
と
鉄
鉱
石
を
探
し
に
行
き
ま
し
た
し
、

頃
、よ
く
父
と
鉄
鉱
石
を
探
し
に
行
き
ま
し
た
し
、

叔
父
（
収
貞
・
天
田
の
末
弟
）
と
江
の
島
の
海
岸

叔
父
（
収
貞
・
天
田
の
末
弟
）
と
江
の
島
の
海
岸

で
工
業
用
の
磁
石
に
ひ
も
を
つ
け
て
砂
鉄
を
集
め

で
工
業
用
の
磁
石
に
ひ
も
を
つ
け
て
砂
鉄
を
集
め

た
と
い
う
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
恵

た
と
い
う
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
恵

さ
ん
は
当
時
を
回
想
す
る
。

さ
ん
は
当
時
を
回
想
す
る
。

　
天
田
は
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
に
至
る
時
期
の

　
天
田
は
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
に
至
る
時
期
の

作
刀
技
術
が
頂
点
と
断
じ
、
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣

作
刀
技
術
が
頂
点
と
断
じ
、
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣

ら
ぬ
刀
を
作
る
た
め
に
は
、
当
事
の
「
鉄
」
を
自

ら
ぬ
刀
を
作
る
た
め
に
は
、
当
事
の
「
鉄
」
を
自

ら
作
る
し
か
な
い
と
心
に
決
め
、
そ
れ
を
実
践
し

ら
作
る
し
か
な
い
と
心
に
決
め
、
そ
れ
を
実
践
し

た
の
で
あ
る
。

た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
や
情
報
の
多
い
東
京
へ
の
転

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
や
情
報
の
多
い
東
京
へ
の
転

居
を
た
び
た
び
勧
め
ら
れ
た
が
、
ふ
る
さ
と
を
離

居
を
た
び
た
び
勧
め
ら
れ
た
が
、
ふ
る
さ
と
を
離

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ふ
る
さ
と
へ
の

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
も
あ
る
の
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
自
家

愛
着
も
あ
る
の
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
自
家

製
鉄
は
天
田
の
代
名
詞
だ
が
、
製
鉄
用
の
炭
を
自

製
鉄
は
天
田
の
代
名
詞
だ
が
、
製
鉄
用
の
炭
を
自

ら
焼
く
た
め
の
赤
松
、焼
き
入
れ
に
使
う
伏
流
水
、

ら
焼
く
た
め
の
赤
松
、焼
き
入
れ
に
使
う
伏
流
水
、

刃
文
を
描
く

刃
文
を
描
く

粘
土
な
ど
、

粘
土
な
ど
、

自
家
製
鉄
と

自
家
製
鉄
と

作
刀
に
必
要

作
刀
に
必
要

な
も
の
が
工

な
も
の
が
工

房
の
近
く
で

房
の
近
く
で

す
べ
て
手
に

す
べ
て
手
に

入
っ
た
か
ら

入
っ
た
か
ら

だ
。「
月
岡
の

だ
。「
月
岡
の

地
が
作
刀
す

地
が
作
刀
す

る
た
め
に
は
最
適
の
場
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

る
た
め
に
は
最
適
の
場
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」（
恵
さ
ん
）。

し
ょ
う
か
」（
恵
さ
ん
）。

　
ま
た
、
刀
剣
の
目
利
き
と
し
て
名
高
か
っ
た
鍋

　
ま
た
、
刀
剣
の
目
利
き
と
し
て
名
高
か
っ
た
鍋

茶
屋
の
先
代
な
ど
、
一
途
に
最
高
の
刀
を
生
み
出

茶
屋
の
先
代
な
ど
、
一
途
に
最
高
の
刀
を
生
み
出

そ
う
と
す
る
天
田
を
支
援
す
る
人
々
が
た
く
さ
ん

そ
う
と
す
る
天
田
を
支
援
す
る
人
々
が
た
く
さ
ん

い
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
恵
さ
ん
は
「
鍋
茶
屋

い
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
恵
さ
ん
は
「
鍋
茶
屋

さ
ん
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
よ
う

さ
ん
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
よ
う

で
、
よ
く
電
話
で
何
時
間
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

で
、
よ
く
電
話
で
何
時
間
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
に
長
く
話
す
な
ら
古
町
ま
で
行
っ
た
方
が

そ
ん
な
に
長
く
話
す
な
ら
古
町
ま
で
行
っ
た
方
が

早
い
な
ん
て
、
家
人
は
笑
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

早
い
な
ん
て
、
家
人
は
笑
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

春
に
は
う
ち
の
近
く
で
、
名
物
の
卵
焼
き
や
ご
馳

春
に
は
う
ち
の
近
く
で
、
名
物
の
卵
焼
き
や
ご
馳

走
を
つ
め
た
重
箱
を
持
っ
て
き
て
花
見
も
し
ま
し

走
を
つ
め
た
重
箱
を
持
っ
て
き
て
花
見
も
し
ま
し

た
」
と
当
時
を
懐
か
し
ん
だ
。

た
」
と
当
時
を
懐
か
し
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
父
・
昭
次
の
生
き
方
を
一
言
で
表
す

　
そ
し
て
、
父
・
昭
次
の
生
き
方
を
一
言
で
表
す

と
「
清
貧
」
と
な
り
、
作
刀
の
姿
勢
は
「
汲
古
」、

と
「
清
貧
」
と
な
り
、
作
刀
の
姿
勢
は
「
汲
古
」、

作
品
は
「
清
澄
」。
鉄
な
の
に
な
め
ら
か
に
黒
光

作
品
は
「
清
澄
」。
鉄
な
の
に
な
め
ら
か
に
黒
光

り
し
吸
い
込
ま
れ
る
ほ
ど
の
深
み
は
、ま
さ
に「
清

り
し
吸
い
込
ま
れ
る
ほ
ど
の
深
み
は
、ま
さ
に「
清

澄
」
で
あ
る
。
龍
が
刻
み
込
ま
れ
た
太
刀
は
蛙
子

澄
」
で
あ
る
。
龍
が
刻
み
込
ま
れ
た
太
刀
は
蛙
子

丁
子
が
見
事
な
力
強
い
作
品
、
ま
た
大
作
で
は
な

丁
子
が
見
事
な
力
強
い
作
品
、
ま
た
大
作
で
は
な

い
が
父
・
昭
次
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
砂
流
し
が

い
が
父
・
昭
次
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
砂
流
し
が

現
れ
た
短
刀
も
、あ
く
ま
で
も
「
清
澄
」
で
あ
る
。

現
れ
た
短
刀
も
、あ
く
ま
で
も
「
清
澄
」
で
あ
る
。

～映像と言葉で日本の近現代史を振り返る～

　　　9月16日
　 13：00～16：30（開場 12：30）
　　　新発田市生涯学習センター講堂
　　　　☎0254-26-7191

第二部　講演
「大杉栄と辻潤～伊藤野枝の眼で読み解く」
講師：森まゆみ（作家）

第一部　ドキュメンタリー映画
「100年の谺（こだま）大逆事件は生きている」
　　　　　　　（2012年／藤原智子監督／90分）

月・祝日

主　　催：大杉栄の会
後　　援：新発田市教育委員会（申請中）
チケット：前売 1,000 円　当日 1,500 円
　　　　　　（18 歳以下・障害者等の付き添いの方は無料）

プレイガイド：喫茶「紫音」（新発田市民文化会館内）
問合せ先：斉藤（☎／FAX.0254-22-3372）

と  き

ところ

講師紹介……森まゆみ
1954 年東京生まれ。早稲田大学政経学部卒業。地域雑誌「谷中・
根津・千駄木」を3人の女性で創刊し、編集人となる（2009年終
刊）。1988年、『鴎外の坂』で芸術選奨文部大臣新人賞受賞。最近作
『青鞜の冒険』（平凡社）では、平塚らいてうや伊藤野枝が描かれ
ている。また、最近まで粟島に通い、聞き書きをしていたという。

2013

間
近
で
見
て
こ
そ
感
じ
る

天
田
昭
次
が
刀
に
込
め
た
美

天田昭次
遺作展

刀
と
ふ
る
さ
と
を
こ
よ
な
く
愛
し
た

天
田
の
真
骨
頂
を
正
宗
賞
受
賞
刀
に
見
る

温
厚
・
柔
和
な
人
柄
だ
が

作
刀
に
は
一
途
一
徹
、
妥
協
は
な
か
っ
た

刀剣伝承館・カリオン文化館展示風景刀剣伝承館・カリオン文化館展示風景刀剣伝承館・カリオン文化館展示風景

撮影：トム岸田



自転車が叶えた夢のカフェ
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JiJi’s bike Café（じじちゃりカフェ）

1. じじちゃりランチ（890円～）は、おじット（おじや
風リゾット）、フォー、バーガーメニューから各々1種
が週替わりで提供される。写真はタイ風イエローカ
レーおじットとサラダ、メロンのイタリアンソーダ。ラ
ンチドリンクは種類によって＋50 円～のものもある
2. ふわふわサクサクシフォンケーキの黒蜜バージョン
（450円）。生地にチョコチップ、くるみなどが入り、黒
蜜、きなこ、生クリーム、クッキーをトッピング。他にい
ちごやバナナもある　3. 照明も可愛い！　4. じじの
チャリが迎えるお店は思わず寄ってみたくなる

JiJi’s bike Café
☎0254-28-8708
新発田市中谷内甲47-23
営／11:00～17:00（ランチタイム）　17:00～21:00（LO20:00）
休／木曜・第1金曜　　収／20席
P／ 6台（スペースが限られているので、なるべく乗り合わせてご来店を）
http://j i j isbike.j imdo.com/

ランチの
ドリンクランクアップ券
※本誌をご持参下さい　
※9月末日まで有効

―
―
こ
の
大
会
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

高
橋
「
昭

高
橋
「
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
に
平
塚
ら
い
て

（
１
９
５
５
）
年
に
平
塚
ら
い
て

う
さ
ん
が
ビ
キ
ニ
環
礁
の
核
実
験
を
き
っ
か
け
に

う
さ
ん
が
ビ
キ
ニ
環
礁
の
核
実
験
を
き
っ
か
け
に

国
際
民
主
婦
人
連
盟
に
呼
び
か
け
て
始
ま
り
ま
し

国
際
民
主
婦
人
連
盟
に
呼
び
か
け
て
始
ま
り
ま
し

た
。
最
初
は
原
水
爆
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

た
。
最
初
は
原
水
爆
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
や
が
て
『
母
親

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
や
が
て
『
母
親

が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
る
』
と
し
て
、
お
互
い

が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
る
』
と
し
て
、
お
互
い

に
い
ろ
い
ろ
と
学
び
、
交
流
し
て
、
活
動
の
輪
を

に
い
ろ
い
ろ
と
学
び
、
交
流
し
て
、
活
動
の
輪
を

広
げ
て
き
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る『
母
親
運
動
』で
す
」

広
げ
て
き
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る『
母
親
運
動
』で
す
」

―
―
ど
ん
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
か
。

八
幡「
始
め
た
当
時
、小
児
マ
ヒ
が
す
ご
く
は
や
っ

八
幡「
始
め
た
当
時
、小
児
マ
ヒ
が
す
ご
く
は
や
っ

て
い
て
、
生
ワ
ク
チ
ン
を
緊
急
輸
入
し
て
ほ
し
い

て
い
て
、
生
ワ
ク
チ
ン
を
緊
急
輸
入
し
て
ほ
し
い

と
か
。そ
れ
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
き
た
脱
脂
粉
乳
ね
、

と
か
。そ
れ
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
き
た
脱
脂
粉
乳
ね
、

あ
れ
、
虫
が
入
っ
て
い
た
り
し
て
結
構
す
ご
か
っ

あ
れ
、
虫
が
入
っ
て
い
た
り
し
て
結
構
す
ご
か
っ

た
し
、
消
化
不
良
で
下
痢
し
た
り
ね
、
そ
れ
で
生

た
し
、
消
化
不
良
で
下
痢
し
た
り
ね
、
そ
れ
で
生

乳
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
運
動
で
す
ね
」

乳
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
運
動
で
す
ね
」

高
橋
「
あ
り
が
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
脱
脂
粉

乳
、
ア
メ
リ
カ
で
は
家
畜
用
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」

八
幡
「
そ
れ
と
保
育
所
が
全
然
足
り
な
か
っ
た
の

八
幡
「
そ
れ
と
保
育
所
が
全
然
足
り
な
か
っ
た
の

で
、『
ポ
ス
ト
の
数
ほ
ど
保
育
所
を
』
と
い
う
取

で
、『
ポ
ス
ト
の
数
ほ
ど
保
育
所
を
』
と
い
う
取

り
組
み
を
し
ま
し
た
。
今
は
ポ
ス
ト
、
あ
ん
ま
り

り
組
み
を
し
ま
し
た
。
今
は
ポ
ス
ト
、
あ
ん
ま
り

見
な
く
な
っ
た
け
ど
（
笑
）」

見
な
く
な
っ
た
け
ど
（
笑
）」

高
橋
高
橋
「
高
校
全
入
運
動
と
い
う
の
も
や
り
ま
し
た
。

「
高
校
全
入
運
動
と
い
う
の
も
や
り
ま
し
た
。

新
発
田
で
も
や
り
ま
し
た
。
県
に
働
き
か
け
て
、
西

新
発
田
で
も
や
り
ま
し
た
。
県
に
働
き
か
け
て
、
西

高
校
を
共
学
に
し
て
も
ら
っ
た
り
、
あ
と
そ
れ
で
も

高
校
を
共
学
に
し
て
も
ら
っ
た
り
、
あ
と
そ
れ
で
も

高
校
が
足
り
な
い
か
ら
南
高
校
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ

高
校
が
足
り
な
い
か
ら
南
高
校
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ

た
り
。
新
発
田
の
母
連
（
母
親
連
絡
会
）
と
い
う
の

た
り
。
新
発
田
の
母
連
（
母
親
連
絡
会
）
と
い
う
の

が
中
心
に
な
っ
て
一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
」

が
中
心
に
な
っ
て
一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
」

―
―
は
あ
。
50
年
前
に
は
も
う
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

八
幡
八
幡
「
あ
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ

「
あ
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
連
絡
会
が
で
き
た
ん
で
す
け
ど
、
日
常

る
た
め
に
連
絡
会
が
で
き
た
ん
で
す
け
ど
、
日
常

的
に
も
い
ろ
い
ろ
活
動
し
て
い
た
ん
で
す
。
上
手

的
に
も
い
ろ
い
ろ
活
動
し
て
い
た
ん
で
す
。
上
手

く
い
か
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
け
ど
ね
（
笑
）」

く
い
か
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
け
ど
ね
（
笑
）」

―
―
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
問
題
は
？

八
幡
「
介
護
と
か
、
３
・
４
年
前
は
環
境
問
題
、

最
近
は
原
発
の
問
題
と
か
、
具
体
的
な
取
り
組
み

は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
」

は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
」

高
橋
「
そ
う
い
う
い
ろ
ん
な
問
題
で
話
し
合
っ
て

高
橋
「
そ
う
い
う
い
ろ
ん
な
問
題
で
話
し
合
っ
て

会
で
決
議
し
て
、
母
親
連
絡
会
と
し
て
関
係
省
庁

会
で
決
議
し
て
、
母
親
連
絡
会
と
し
て
関
係
省
庁

に
陳
情
・
交
渉
し
て
、
問
題
の
解
決
を
目
指
し
ま

に
陳
情
・
交
渉
し
て
、
問
題
の
解
決
を
目
指
し
ま

す
。今
年
も
分
科
会
で
話
し
合
わ
れ
る
ん
で
す
が
、

す
。今
年
も
分
科
会
で
話
し
合
わ
れ
る
ん
で
す
が
、

最
近
は
『
私
ら
し
く
生
き
る
』、
つ
ま
り
男
女
共

最
近
は
『
私
ら
し
く
生
き
る
』、
つ
ま
り
男
女
共

同
参
画
、
自
己
実
現
で
す
か
、
そ
う
い
う
テ
ー
マ

同
参
画
、
自
己
実
現
で
す
か
、
そ
う
い
う
テ
ー
マ

が
人
気
で
す
」

が
人
気
で
す
」

―
―
母
親
の
た
め
、
子
ど
も
の
た
め
と
い
う
の
は

別
次
元
の
問
題
な
ん
で
す
か
。

高
橋
「
別
次
元
で
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
こ
の
頃
は
少

高
橋
「
別
次
元
で
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
こ
の
頃
は
少

子
化
も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
母
親
で
な
い
女
性
も
い

子
化
も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
母
親
で
な
い
女
性
も
い

ま
す
の
で
、こ
の『
母
親
大
会
』と
い
う
名
称
が
ね
」

ま
す
の
で
、こ
の『
母
親
大
会
』と
い
う
名
称
が
ね
」

八
幡
「
要
は
女
性
の
大
会
な
ん
で
す
よ
」

八
幡
「
要
は
女
性
の
大
会
な
ん
で
す
よ
」

高
橋
「
先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、『
母
』
と
し

高
橋
「
先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、『
母
』
と
し

て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
た
い

て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
た
い

と
い
う
要
求
が
広
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は

と
い
う
要
求
が
広
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は

女
性
の
わ
が
ま
ま
な
ん
か
で
は
な
い
。
職
場
・
家

女
性
の
わ
が
ま
ま
な
ん
か
で
は
な
い
。
職
場
・
家

庭
で
『
性
役
割
』
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く
現
状
に

庭
で
『
性
役
割
』
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く
現
状
に

が
ま
ん
で
き
な
い
と
い
う
精
神
が
育
っ
て
い
る
ん

が
ま
ん
で
き
な
い
と
い
う
精
神
が
育
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
」

で
す
よ
」

―
―
そ
れ
っ
て
こ
の
大
会
の
キ
モ
で
す
ね
。

高
橋
「
は
い
。
母
親
運
動
の
原
点
は
平
和
と
子
ど

高
橋
「
は
い
。
母
親
運
動
の
原
点
は
平
和
と
子
ど

も
。
女
性
が
自
己
犠
牲
的
に
『
母
』
に
な
る
の
で

も
。
女
性
が
自
己
犠
牲
的
に
『
母
』
に
な
る
の
で

は
な
く
、
女
性
が
子
ど
も
の
権
利
保
障
の
担
い
手

は
な
く
、
女
性
が
子
ど
も
の
権
利
保
障
の
担
い
手

に
な
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」

に
な
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」

―
―
だ
か
ら
、
全
然
別
次
元
で
は
な
い
と
。

高
橋
高
橋
「
だ
か
ら
大
会
の
名
前
も
『
母
親
大
会
』
の

「
だ
か
ら
大
会
の
名
前
も
『
母
親
大
会
』
の

ま
ま
変
え
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
産
む
産
ま
な
い
に

ま
ま
変
え
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
産
む
産
ま
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、女
性
は
母
性
を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら
」

か
か
わ
ら
ず
、女
性
は
母
性
を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら
」

八
幡「
大
会
に
も
子
ど
も
連
れ
で
来
る
ん
で
す
よ
。

八
幡「
大
会
に
も
子
ど
も
連
れ
で
来
る
ん
で
す
よ
。

で
す
か
ら
子
ど
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
工
夫

で
す
か
ら
子
ど
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
工
夫

も
あ
り
ま
す
し
、
託
児
所
も
あ
る
ん
で
す
」

も
あ
り
ま
す
し
、
託
児
所
も
あ
る
ん
で
す
」

―
―
今
年
の
分
科
会
の
テ
ー
マ
も
今
日
的
で
す
ね
。

高
橋
「
放
射
能
と
食
べ
物
、
T
P
P
、
介
護
、
絵

高
橋
「
放
射
能
と
食
べ
物
、
T
P
P
、
介
護
、
絵

手
紙
、
憲
法
、
そ
れ
と
教
育
で
す
ね
。
い
じ
め
・

手
紙
、
憲
法
、
そ
れ
と
教
育
で
す
ね
。
い
じ
め
・

体
罰
・
教
育
費
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。
参
加

体
罰
・
教
育
費
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。
参
加

者
か
ら
悩
み
や
起
き
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
そ

者
か
ら
悩
み
や
起
き
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
そ

れ
に
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
り
…
」

れ
に
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
り
…
」

―
―
い
じ
め
と
か
、
解
決
策
は
あ
り
ま
す
か
。

八
幡
八
幡
「
難
し
い
。
ま

「
難
し
い
。
ま
ず
30
人
学
級
か
ら
。
子
ど
も

人
学
級
か
ら
。
子
ど
も

た
ち
へ
の
目
配
り
が
全
然
違
い
ま
す
か
ら
。
そ
れ
と

た
ち
へ
の
目
配
り
が
全
然
違
い
ま
す
か
ら
。
そ
れ
と

教
員
が
も
っ
と
自
由
に
な
れ
な
い
と
、
余
裕
が
な
い

教
員
が
も
っ
と
自
由
に
な
れ
な
い
と
、
余
裕
が
な
い

と
。
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
必
要
な
ん
で
す
」

と
。
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
必
要
な
ん
で
す
」

―
―
最
後
に
、今
な
ぜ
『
母
親
大
会
』
な
ん
で
す
か
。

八
幡
「
今
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
み
ん
な
バ

八
幡
「
今
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
み
ん
な
バ

ラ
バ
ラ
に
さ
れ
て
い
る
。
孤
独
死
は
そ
の
典
型
。

ラ
バ
ラ
に
さ
れ
て
い
る
。
孤
独
死
は
そ
の
典
型
。

そ
れ
は
な
く
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
じ
ゃ
な

そ
れ
は
な
く
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
よ
、
一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
、
日
常
的
に
つ
な

い
よ
、
一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
、
日
常
的
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
今
こ
の
厳
し
い
社
会
状
況
だ

が
っ
て
い
く
こ
と
が
今
こ
の
厳
し
い
社
会
状
況
だ

か
ら
こ
そ
、
す
ご
く
大
事
な
ん
で
す
。
母
親
で
も

か
ら
こ
そ
、
す
ご
く
大
事
な
ん
で
す
。
母
親
で
も

子
ど
も
で
も
高
齢
者
で
も
、
一
人
ぼ
っ
ち
に
し
な

子
ど
も
で
も
高
齢
者
で
も
、
一
人
ぼ
っ
ち
に
し
な

い
。
そ
の
場
が
『
母
親
大
会
』、『
母
親
大
会
』
の

い
。
そ
の
場
が
『
母
親
大
会
』、『
母
親
大
会
』
の

意
義
な
ん
で
す
」

意
義
な
ん
で
す
」

今
、厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ

つ
な
が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
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９
月
１
日（
日
）、第
５９
回
新
潟
県
母
親
大
会
が
新
発

田
市
民
文
化
会
館
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
。県
内
各
地
か
ら
母
親
・
女
性
た
ち
が
集

ま
っ
て
そ
の
願
い
や
要
望
を
話
し
合
い
、学
び
と
交

流
を
深
め
る
催
し
だ
。一
般
の
人
も
参
加
（
入
場
会

員
券
８
０
０
円
）で
き
る
楽
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1

　和、洋、中、アジアン料理の店で仕事を重ねた後、
じじ（祖父）愛用の自転車でシフォンケーキなどを
売り走って 5 年目、念願のカフェをオープンさせ
た。自転車時代にも評判だった「ふわしゅわシフォ
ンケーキ」はもちろん、地に足がついた今ではイタ
リア風、タイ風、和風、中華風とバラエティに富ん
だ「おじや風リゾット」やフォー、ハンバーガーが
メニューに加わり、子供と一緒のママや若者、お年
寄りグループも満足できるお店となった。
　大人気のシフォンケーキは無くなり次第終わっ
てしまうので、お早めに！

2 3 4
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家
畜
用
だ
っ
た
ん

【プロフィール】
1942 年生まれ、東京大学教育学部卒業。NHK 入局。社会報
道ディレクターとして「新日本紀行」「ニュースセンター9時」
「NHK 特集」などを担当。66 年「福岡子ども劇場」創立。現
在はNHK放送文化研究アドバイザー。（元NHK長野放送局長）

新潟県母親大会新潟県母親大会
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で
は新潟県母親大会大新潟県母親大会

生命を生み出す母親は　
生命を育て生命を守ることをのぞみます

2013 年  第 59 回

母親大会は、県内各地から母親・女性たち
が集い、ねがいや要求を語り合い、学び合
い、交流を深める場です。あふれる思いを
話し合い、運動につなげましょう。
初めてのあなたも、そして親子ごいっしょ
に、どうぞ誘い合ってお出かけ下さい。

新発田市民文化会館
新発田市中央公民館・
新発田市生涯学習センター

※会員券 800 円 ●お弁当は要予約
　　　　　　　　　　　　　●飲み物は出来る限りご持参下さい

●分科会／ 10：00～11：50　
（新発田市中央公民館・新発田市生涯学習センター
・新発田市民文化会館）
＊「いま・学校で…」ー学習・いじめ・体罰・教育費などー
＊地域の介護のあり方を考えよう
＊放射能と食べ物
＊うたごえ広場ーうたう歓び、生きる喜びー
＊絵手紙ー実技、発表、初心者も大歓迎
　ー事前申込み 7/31 までー

＊人間らしく働き続けたい、仕事も生活も大切に
＊いまこそ日本国憲法の生きる日本を
ー 96条・9条……ー

＊TPPに参加するとどうなるの
ーくらしの中から考えるー

＊私らしく生きるー政策・方針決定過程への女性参画の拡大、
男性・子どもにとっての男女共同参画ー

＊子どもを育む絵本と遊び＊ー読み聞かせ・簡単工作・リズムー

●全体会／ 13：30～15：30
（新発田市民文化会館）

記念講演

「メディア漬けで壊れる子どもたち」
清川輝基さん
（NPO子どもメディア代表理事）

主催／第59回新潟県母親大会実行委員会
開催／新発田地域母親大会実行委員会・
　　　阿賀野地域母親大会実行委員会

連絡先／新日本婦人の会新潟県本部
〒951-8113　新潟市中央区寄居町332-67

☎ 025-223-5220　
FAX 025-223-5221

9/1
（日）

受付／ 9:30

後援／新潟県・新潟県教育委員会・新発田市・
新発田市教育委員会・阿賀野市・阿賀野市教
育委員会・胎内市・胎内市教育委員会
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り
は
な
い


